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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の気筒と前記気筒内に流入された燃料と空気を点火させる点火装置を有するガソリ
ンエンジンと、
　前記ガソリンエンジンと連結した前記排気パイプに設置されて、前記ガソリンエンジン
からの排気ガスを酸化－還元させる触媒装置と、
　前記排気パイプの前記触媒装置の下流側に設置されて、前記排気ガスに含まれている粒
子状物質（Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ　　Ｍａｔｔｅｒｓ）を捕集し、前記排気ガスの温度
を利用して前記粒子状物質を再生させることができる煤煙フィルターと、
　前記煤煙フィルターの前後に設置されて、前記煤煙フィルターの差圧を測定する差圧セ
ンサと、
　前記複数の気筒のうちの一部の気筒に流入させた燃料と空気が燃焼されていない状態で
前記触媒装置に排出されるように前記一部気筒に対する点火を中断させる制御部と、
　を有してなることを特徴とする煤煙フィルター再生システム。
 
【請求項２】
　前記制御部は、前記差圧センサで測定された差圧と制御パラメータの入力を受けて、点
火を中断させる気筒数を決定することを特徴とする請求項１に記載の煤煙フィルター再生
システム。
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【請求項３】
　前記制御パラメータは、エンジンの運転条件を含むことを特徴とする請求項２に記載の
煤煙フィルター再生システム。
 
【請求項４】
　前記制御パラメータは、触媒の温度をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の煤
煙フィルター再生システム。
 
【請求項５】
　複数の気筒と前記気筒内に流入された燃料と空気を点火させる点火装置を有するガソリ
ンエンジン、前記ガソリンエンジンから発生した排気ガスを酸化－還元させる触媒装置、
及び前記排気ガスに含まれている粒子状物質を捕集する煤煙フィルターを含む煤煙フィル
ター再生システムで前記煤煙フィルターを再生する方法であって、
　前記ガソリンエンジンの運転中に前記煤煙フィルターの差圧と予め設定された差圧を比
較する段階と、
　前記煤煙フィルターの差圧が、予め設定された差圧より大きいかまたは同じであるとき
、前記ガソリンエンジンの複数の気筒のうちの一部気筒に対する点火を中断させる段階と
、
　前記点火が中断された一部気筒で燃焼されていない燃料と空気が前記触媒装置で酸化す
る段階と、
　前記触媒装置で発生した酸化熱を利用して前記煤煙フィルターを再生する段階と、
　を含んで構成されることを特徴とする煤煙フィルター再生方法。
 
【請求項６】
　前記煤煙フィルターの再生中の前記触媒装置の温度を、触媒が高温により損傷しないよ
うに予め設定された触媒保護温度と比較する段階と、
　前記触媒装置の温度が前記触媒保護温度より高いかまたは同じであるとき、前記煤煙フ
ィルターの再生維持の要否を判断する段階と、
　前記煤煙フィルターの再生を維持させるとき、前記点火を中断させる気筒数を再決定す
る段階と、
　をさらに有することを特徴とする請求項５に記載の煤煙フィルター再生方法。
 
【請求項７】
　前記点火を中断させる段階において、点火を中断させる一部気筒の個数は、エンジンの
運転条件に応じて決定されることを特徴とする請求項５または６に記載の煤煙フィルター
再生方法。
 
【請求項８】
　前記点火を中断させる気筒の個数を再決定する段階は、エンジンの運転条件と触媒温度
に応じて行われることを特徴とする請求項６に記載の煤煙フィルター再生方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、煤煙フィルター再生システム、及びその方法に関し、より詳しくは、ガソリ
ンエンジンの煤煙フィルター再生システム、及びその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内燃機関の燃費や性能を改善するためにガソリン直接噴射（Ｇａｓｏｌｉｎｅ
　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ、以下「ＧＤＩ」と記す）技術が開発されており、
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このＧＤＩエンジンは、燃料を吸機関内部に噴射せず、燃焼室に直接噴射する方式である
。
【０００３】
　この方式は、点火プラグ周囲の空燃比（混合気における空気質量を燃料質量で割った値
）を下げて、燃焼室内に不完全燃焼区間が増えることによって粒子状物質（Ｐａｒｔｉｃ
ｕｌａｔｅ　Ｍａｔｔｅｒｓ、ＰＭ）の発生が問題になっている。そこで、ＧＤＩエンジ
ン車両に煤煙フィルターを装着して上記の問題を解決しようとした。しかし、ガソリンエ
ンジンの場合、煤煙フィルター内の温度が低く、酸素濃度が充分でないこともあって、煤
煙フィルターに堆積した粒子状物質（ＰＭ）の自然再生が困難であるという問題点があっ
た。
【０００４】
　ガソリンエンジンから排出される排気ガスは、通常触媒装置を通過して浄化されるが、
この時、気筒内の燃料と空気が理論空燃比である時に最も効果的な浄化が行われる。しか
し、煤煙フィルター再生のために追加的に酸素を供給すると、空燃比が大きくなると、排
気ガス内の窒素酸化物（ＮＯｘ）が殆ど低減しない問題点が生じてくる。
【０００５】
　煤煙フィルターに堆積した粒子状物質を除去する対策として、エンジンの後噴射制御に
よる高温の排気ガスによって燃焼させ、煤煙フィルターを再生する提案がなされている（
例えば、特許文献１、２、３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１９０６６６号公報
【特許文献２】特開２００４－２３２５４４号公報
【特許文献３】特開２０１１－１１７４３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、排気ガスを
効果的に浄化させると同時に、煤煙フィルターの再生が可能な煤煙再生システム、及びそ
の方法を提供することにある。
　また、本発明のさらなる目的は、ガソリンエンジンの気筒内に流す燃料と空気の比率を
理論空燃比に維持しつつ、煤煙フィルターの再生が可能な温度を確保し、触媒装置の浄化
性能を維持する煤煙再生システム、及びその方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記問題点を解決するためになされた本発明による煤煙フィルター再生システムは、複
数の気筒と前記気筒内に流入された燃料と空気を点火させる点火装置を有するガソリンエ
ンジンと、前記ガソリンエンジンと連結した前記排気パイプに設置されて、前記ガソリン
エンジンからの排気ガスを酸化－還元させる触媒装置と、前記排気パイプの前記触媒装置
の下流側に設置されて、前記排気ガスに含まれている粒子状物質（Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔ
ｅ　　Ｍａｔｔｅｒｓ）を捕集し、前記排気ガスの温度を利用して前記粒子状物質を再生
させることができる煤煙フィルターと、前記煤煙フィルターの前後に設置されて、前記煤
煙フィルターの差圧を測定する差圧センサと、前記複数の気筒のうちの一部の気筒に流入
させた燃料と空気が燃焼されていない状態で前記触媒装置に排出されるように前記一部気
筒に対する点火を中断させる制御部と、を有してなることを特徴とする。
 
【０００９】
　前記制御部は、前記差圧センサで測定された差圧と制御パラメータの入力を受けて、点
火を中断させる気筒数を決定することを特徴とする。
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　前記制御パラメータは、エンジンの運転条件を含むことを特徴とする。
　前記制御パラメータは、触媒の温度をさらに含むことを特徴とする。
 
【００１０】
　本発明による煤煙フィルター再生方法は、複数の気筒と前記気筒内に流入された燃料と
空気を点火させる点火装置を有するガソリンエンジン、前記ガソリンエンジンから発生し
た排気ガスを酸化－還元させる触媒装置、及び前記排気ガスに含まれている粒子状物質を
捕集する煤煙フィルターを含む煤煙フィルター再生システムで前記煤煙フィルターを再生
する方法であって、前記ガソリンエンジンの運転中に前記煤煙フィルターの差圧と予め設
定された差圧を比較する段階と、前記煤煙フィルターの差圧が、予め設定された差圧より
大きいかまたは同じであるとき、前記ガソリンエンジンの複数の気筒のうちの一部気筒に
対する点火を中断させる段階と、前記点火が中断された一部気筒で燃焼されていない燃料
と空気が前記触媒装置で酸化する段階と、前記触媒装置で発生した酸化熱を利用して前記
煤煙フィルターを再生する段階と、を含んで構成されることを特徴とする。
 
【００１１】
　前記煤煙フィルターの再生中の前記触媒装置の温度を、触媒が高温により損傷しないよ
うに予め設定された触媒保護温度と比較する段階と、前記触媒装置の温度が前記触媒保護
温度より高いかまたは同じであるとき、前記煤煙フィルターの再生維持の要否を判断する
段階と、前記煤煙フィルターの再生を維持させるとき、前記点火を中断させる気筒数を再
決定する段階と、をさらに有することを特徴とする。
 
【００１２】
　前記点火を中断させる段階において、点火を中断させる一部気筒の個数は、エンジンの
運転条件に応じて決定されることを特徴とする。
 
【００１３】
　前記点火を中断させる気筒の個数を再決定する段階は、エンジンの運転条件と触媒温度
に応じて行われることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の煤煙再生システムによれば、排気ガスを効果的に浄化させると同時に、煤煙フ
ィルターの再生を行うことができる。また、ガソリンエンジンの気筒内に流入する空気と
燃料の比率を理論空燃比に維持しつつ、煤煙フィルターの再生が可能な温度を確保し、触
媒装置の浄化性能を維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の煤煙フィルター再生システムにおける一実施形態の構成図である。
【図２】本発明の煤煙フィルター再生方法における一実施形態のフローチャートである。
【図３】本発明の煤煙フィルター再生方法における別の実施形態のフローチャートである
。
【図４】本発明の煤煙フィルター再生方法におけるまた別の実施形態のフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の煤煙フィルター再生システムを、好ましい実施形態を挙げ、添付した図
面を参照しつつ詳細に説明する。
　図１は、本発明の煤煙フィルター再生システムにおける一つの実施形態の構成図である
。煤煙フィルター再生システム１は、ガソリンエンジン１０、触媒装置２０、煤煙フィル
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ター３０、制御パラメータ測定部４０、及び制御部５０を有している。
【００２０】
　ガソリンエンジン１０は、ガソリンを燃料とした内燃機関であって、空気により燃料を
燃焼させて化学的エネルギーを機械的エネルギーに変換するものである。その構成をみる
と、ガソリンエンジン１０には、複数の気筒１１があり、インジェクター１３により気筒
１１内に燃料が噴射され、吸気マニホールド１５により気筒１１内に空気が流入され、点
火装置（図示していない）により流入された燃料を点火して燃焼させ、燃焼で発生した排
気ガスを排気マニホールド１７から排気パイプ１９を経て車外に排出している。
【００２１】
　触媒装置２０は、ガソリンエンジン１０から排気パイプ１９で連結されて、ガソリンエ
ンジン１０からの排気ガスを酸化、還元させている。一般に、触媒装置２０は、排気ガス
に含まれている有害物質（主にＣＯ、ＨＣ、ＮＯｘ）を酸化－還元反応によって無害なガ
ス（ＣＯ２、Ｈ２Ｏ、Ｎ２、Ｏ２）に変化させる。この酸化－還元反応を促進させる触媒
として、白金（Ｐｔ）とロジウム（Ｒｈ）が主に使用され、白金触媒は、一酸化炭素（Ｃ
Ｏ）と炭化水素（ＨＣ）を低減させる酸化反応を促進させ、ロジウム触媒は窒素酸化物（
ＮＯｘ）を低減させる還元反応を促進させる。
【００２２】
　触媒装置２０は、気筒１１内に空気と燃料が理論空燃比（ｓｔｏｉｃｈｉｏｍｅｔｒｉ
ｃ　ｒａｔｉｏ）で流入された時に、有害物質（ＣＯ、ＨＣ、ＮＯｘ）を同時に効率的に
低減させる。ここで、理論空燃比とは、燃料が完全燃焼するために理論上過不足のない状
態の空気と燃料の比率である。空燃比が大きい場合、つまり、空気が過剰である場合には
一酸化炭素（ＣＯ）と炭化水素（ＨＣ）が顕著に低減するが、窒素酸化物（ＮＯＸ）は殆
ど低減しない。また、空燃比が小さい場合、つまり、空気が希薄な場合には一酸化炭素（
ＣＯ）と炭化水素（ＨＣ）が殆ど低減しないが、窒素酸化物（ＮＯＸ）は顕著に低減する
。そのために、ガソリンエンジン１０は、酸素センサ（図示していない）と制御部５０を
利用して、空気と燃料の比率を理論空燃比となるように制御している。
【００２３】
　煤煙フィルター３０は、触媒装置２０の下流に設置され、触媒装置２０通過後の排気ガ
ス中に含まれている粒子状物質（Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ　Ｍａｔｔｅｒｓ、ＰＭ）を捕
集する。ここで捕集される粒子状物質は、主にスート（ｓｏｏｔ）と呼ばれる炭化水素か
らなる物質である。
【００２４】
　煤煙フィルター３０の好ましい形態は、フィルターに酸化触媒をコーティング処理し、
ハニカム（ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ）状に形成して粒子状物質を捕集する。粒子状物質が煤煙
フィルター３０上に所定量捕集されたとき、粒子状物質を酸化させて除去する再生過程を
行う。
【００２５】
　煤煙フィルター３０は、粒子状物質を酸化させるために一定以上の温度と酸素濃度が必
要である。言い換えれば、煤煙フィルター３０は、通常のエンジン運転時には粒子状物質
を酸化させる温度と酸素濃度が不足しており、粒子状物質の燃焼による煤煙フィルター３
０の再生は実質的に行われていない。煤煙フィルター３０が再生可能とするには、外部か
ら別途の熱及び／又は酸素の供給が必要である。
【００２６】
　差圧センサ３２は、煤煙フィルター３０の前後に置かれて、煤煙フィルター３０の圧力
差（差圧）を測定する。つまり、差圧センサ３２は、煤煙フィルター３０に流入する排気
ガスの圧力と、煤煙フィルター３０を通過して排出される排気ガスの圧力を探知して、そ
れぞれの圧力の差、すなわち差圧を測定する。煤煙フィルター３０の差圧は、粒子状物質
が煤煙フィルター３０に捕集されて、通過する排気ガスの流れが阻害されることによって
発生する。ここで測定された差圧は、制御部５０に伝達される。
【００２７】
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　制御パラメータ測定部４０は、煤煙フィルター３０の再生のための制御パラメータを測
定する。一例を挙げると、制御パラメータは、エンジンの運転領域（高負荷または低負荷
）に応じたエンジンの運転条件、触媒装置２０の温度、煤煙フィルター３０の温度、及び
排気ガスに含まれている酸素濃度などである。制御パラメータ測定部４０は測定された制
御パラメータは制御部５０に伝達する。
【００２８】
　制御部５０は、差圧センサ３２で測定された差圧と、制御パラメータ測定部４０で検出
された制御パラメータを収集し、収集されたデータによって煤煙フィルター３０の再生を
制御する。
【００２９】
　制御部５０は、差圧センサ３２で測定された差圧と予め設定された差圧を比較して、煤
煙フィルター３０の再生の要否を決定する。差圧センサ３２で測定された差圧が、予め設
定された差圧より大きいとき、制御パラメータを考慮して非点火燃料の量を決定する。非
点火燃料の量は、複数ある気筒１１に流入された燃料のうち、一部の気筒１１では燃料を
点火せず、すなわち燃焼せずに排気パイプ１９から排気浄化装置に送られる燃料の量であ
る。非点火燃料の量は、エンジンの運転条件と触媒温度などの制御パラメータによって決
定される。
【００３０】
　一実施形態によれば、制御部５０は、非点火燃料の量によって、点火を中断させる気筒
１１数と点火の中断比率を決定する。言い換えれば、気筒１１内に流入する燃料量が理論
空燃比によって決定されるので、制御部５０は、非点火燃料の量と気筒１１内に流入する
燃料量を比較して、点火を中断させる気筒１１の個数を決定することができる。そのため
に、制御部５０は、点火を中断させる気筒１１の数に合わせて、一部気筒１１の点火を中
断させる。点火が中断された気筒１１の燃料と空気は、そのまま排気マニホールド１７を
通じて排気パイプ１９に排出される。
【００３１】
　また、別の一実施形態によれば、制御部５０は、点火時点前後に各気筒１１内に燃料が
それぞれ流入するようにインジェクター１３を制御し、非点火燃料の量によって点火時点
前に流す燃料量と点火時点後に流す燃料量を決定する。言い換えれば、制御部５０は、複
数の気筒１１のうちの一部の気筒１１の点火を中断させるのではなく、各気筒１１への燃
料を、点火時点前と後に分けて流す。これにより、点火時点前に流した燃料は点火されて
燃焼し、点火時点後に流した燃料は、点火せず、従って燃焼しない。
【００３２】
　煤煙フィルター再生システム１は、制御部５０によって決定された非点火燃料の量に基
いて煤煙フィルター３０の再生過程が行われる。言い換えれば、煤煙フィルター再生シス
テム１は、気筒１１内に流入された燃料の一部を点火せず、触媒装置２０で燃料を酸化さ
せて、その酸化熱によって煤煙フィルター３０を再生させている。
【００３３】
　図２～４は、本発明の煤煙フィルター再生方法について、３つの実施形態それぞれの流
れを説明している。
　図２を参照すると、煤煙フィルター３０の再生は、エンジン運転中に行われる（Ｓ１０
０）。エンジンからの排気ガスに含まれる粒子状物質は、煤煙フィルター３０に捕集され
、煤煙フィルター３０の両端に圧力差が発生する。差圧センサ３２は、煤煙フィルター３
０前後の圧力を検出して煤煙フィルター３０の差圧を測定する。また、制御パラメータ測
定部４０は、煤煙フィルター３０の再生に必要なエンジンの運転条件、触媒装置の温度、
及び煤煙フィルター３０の温度などの制御パラメータを検出する（Ｓ１１０）。
【００３４】
　制御部５０は、差圧センサ３２から伝送された煤煙フィルター３０の差圧と、予め設定
された煤煙フィルター３０の再生差圧を比較する（Ｓ１２０）。差圧センサ３２によって
測定された煤煙フィルター３０の差圧が、予め設定された差圧より大きいかまたは同じで
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あるとき、制御部５０は制御パラメータを考慮して非点火燃料の量を決定する（Ｓ１３０
）。特に、この段階（Ｓ１３０）の非点火燃料の量は、制御バラメータの中でエンジンの
回転速度のようなエンジンの運転条件によって決定される。非点火燃料の量は、ガソリン
エンジン１０の複数の気筒１１に流入された燃料のうちの一部燃料を点火させずに触媒装
置２０に送られる燃料量をいう。従って、複数の気筒１１に流入する燃料は、非点火燃料
の量によって点火されるものと点火されないものに分かれる。
【００３５】
　制御部５０で非点火燃料の量が決定されると、煤煙フィルター再生システム１は、再生
運転モードに切り替わる（Ｓ２００）。言い換えれば、制御部５０で決定された非点火燃
料の量によって、複数の気筒１１に流入された燃料の一部燃料は、点火、燃焼せずに触媒
装置２０にそのまま送られ、この未燃焼の燃料は、触媒装置２０で空気によって酸化され
、その酸化熱によって高温になる。
【００３６】
　ガソリンエンジン１０は、燃料と空気が理論空燃比で気筒１１に流入される。従って、
気筒１１内に流入された燃料は、点火しないときはそのまま触媒装置２０に送られる。触
媒装置２０は、非点火燃料を酸化させると同時に、排気ガス中の有害物質（ＣＯ、ＨＣ、
ＮＯｘ）を低減させることができる。
【００３７】
　高温の排気ガスは、引き続いて排気パイプ１９を通って煤煙フィルター３０に流入し、
煤煙フィルター３０は再生可能な温度を確保できる。煤煙フィルター３０は、高温の排気
ガスから得られた熱と酸素を用いて粒子状物質を酸化させて除去する再生過程を行う（Ｓ
２１０）。
【００３８】
　煤煙フィルター３０の再生過程が行われる間、非点火燃料の酸化熱によって触媒装置２
０の温度が一定水準の温度以上に高くなることもあり得る。そこで、触媒装置２０の温度
が一定水準温度（例えば、９５０℃）以上になると触媒が損傷する可能性がある。
そこで、制御部５０は、制御パラメータ測定部４０によって検出された触媒装置２０の温
度と触媒保護温度を比較する（Ｓ２２０）。
【００３９】
　触媒装置２０の温度が、触媒保護温度より低いとき、煤煙フィルター３０の再生過程は
そのまま進行される（Ｓ２３０）。煤煙フィルター３０の再生過程によって煤煙フィルタ
ー３０内の粒子状物質が除去されると、煤煙フィルター３０の差圧は次第に小さくなる。
煤煙フィルター３０の差圧が、予め設定された差圧より小さくなれば、煤煙フィルター３
０の再生が完了して（Ｓ２４０）、煤煙フィルター再生システム１は、通常の運転モード
に切り替わる（Ｓ２５０）。
【００４０】
　触媒装置２０の温度が触媒保護温度より高いかまたは同じであるとき、制御部５０は煤
煙フィルター３０の再生維持の要否を判断する（Ｓ３００）。煤煙フィルター３０の再生
過程を維持する場合、制御部５０はエンジンの運転条件、及び触媒装置２０の温度を考慮
して、非点火燃料の量を再決定する（Ｓ３２０）。煤煙再生システムは、再決定された非
点火燃料の量によって再生運転モードを行う。煤煙フィルター３０の再生過程を維持でき
ないと判断される場合には、制御部５０は、煤煙フィルター３０の再生を中断させ、煤煙
フィルター再生システム１を通常の運転モードに切り替える（Ｓ２５０）。
【００４１】
　非点火燃料の量が決定された後は、多様な方式によって燃料を気筒１１内で点火せずに
排出することができる。図３には、本発明の別の実施形態を示している。
　制御部５０は、非点火燃料の量を決めた後に、非点火燃料の量によって複数の気筒１１
のうち点火を中断させる気筒１１の個数及び比率を決定する（Ｓ１４０）。制御部５０は
、点火を中断させる気筒１１の個数及び比率によって、複数ある気筒１１中の一部の気筒
１１の点火を中断させる。これによって、煤煙フィルター再生システム１は、再生運転モ
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に、排気パイプ１９を通して触媒装置２０に送られる。この後の過程は、図２に示した煤
煙フィルター再生システム１と同じである。
【００４２】
　但し、触媒装置２０の温度が触媒保護温度より高いかまたは同じであるので、非点火燃
料の量を再決定する場合においても、再決定された非点火燃料の量によって点火を中断さ
せる気筒１１の個数及び比率を再決定する（Ｓ３３０）。
【００４３】
　図４には、本発明のまた別の一実施形態を示している。制御部５０は、非点火燃料の量
を決めた後に、非点火燃料の量によって点火時点前に流す燃料量と点火時点後に流す燃料
量を決定する（Ｓ１５０）。制御部５０は、燃料がそれぞれの気筒１１に点火時点前と後
に分けて流すようにインジェクター１３を制御する。すなわち、複数ある気筒１１につい
て点火を中断させずに、燃料の各気筒１１への流入タイミングを制御している。これによ
って、煤煙フィルター再生システム１は、再生運転モードを行う（Ｓ２００）。点火時点
前に流した燃料は、空気により燃焼され、未燃焼した酸素は点火時点後に流した燃料と共
に排気パイプ１９を通して触媒装置２０に送られる。
【００４４】
　この後の過程は、図２に示した煤煙フィルター再生システム１と同じである。触媒装置
２０の温度が触媒保護温度より高いかまたは同じであるので、非点火燃料の量を再決定す
る場合においても、再決定された非点火燃料の量によって点火時点前に流す燃料量と点火
時点後に流す燃料量を再決定する（Ｓ３４０）。
【００４５】
　以上、本発明の煤煙フィルター再生システムを、好ましい実施形態を挙げて説明した。
本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、当該発明が属する技術分野－で通常
の知識を有する者が本発明の実施形態から容易に変更でき、また均等と認められる範囲の
全てを含むものである。
【符号の説明】
【００４６】
　　１；煤煙フィルター再生システム
　　１０；ガソリンエンジン
　　１１；気筒
　　１３；インジェクター
　　１５；吸気マニホールド
　　１７；排気マニホールド
　　１９；排気パイプ
　　２０；触媒装置
　　３０；煤煙フィルター
　　３２；差圧センサ
　　３４；温度計
　　４０；制御パラメータ測定部
　　５０；制御部
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